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第11回東京国際声楽コンクール

4位入賞を果たしました

お知らせ 
11月1日より43病床のうち29病床を「地域包括

ケア病床」としてスタートいたしました。詳しく

は下記のとおりですが、家庭でご家族を介護され

ている方々等の一時的な休息を目的とした いわ

ゆるレスパイト入院についてもお受けしておりま

す。詳しくは師長、副師長、事務長までお尋ねく

ださい。
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待 合 室 
  令和元年もあっという間に2カ月を

切ってしまいました。今年は台風や

大雨などの風水害がいつになく多く、

被害に遭われた方々には心よりお見

舞いを申し上げます。 

さて、いよいよ当院でも地域包括

ケア病棟がスタートいたしました。

地域の患者様の在宅復帰支援に向け

たお手伝いが出来るようリハビリ

テーションにも注力してまいります。

とはいえ限られた資源の中でのス

タートでもありますのでご不便をお

かけすることもあろうかと存じます

が何卒よろしくお願いいたします(S)

10月17日木曜日、東京江東区文化センターホールにて東京国

際声楽コンクール(主催:一般社団法人東京国際芸術協会)の本選

(全国大会)が開催されました。当院理事長の北村隆雄は声楽愛

好者オメガ部門(満74歳以上の部)に出場し見事４位に入賞しま

したのでご報告させていただきます。 

 このコンクールはプロやプロを目指す人にとどまらず、高校

生からアマチュア歌手までを網羅して声楽の様々な方向性・目

的・レベルを持つ方の「腕試し」を目指した『声楽芸術の総合

コンクール』(HPより)であり、今年で11回目を迎えるものです。

来年には85歳を迎えられ、毎日の診療だけでなくお歌にも全力

で挑戦されている理事長に我々職員も元気をもらっています。

 読者の皆様からの温かいご声援を今後ともどうぞよろしくお

願いいたします。<m(__)m> 

表彰式での記念撮影(前列左から三人目) 

食卓を囲もう
―今晩の話のひとネタにー 

1 日 1 日と、冬の足音が近づく季節となりました。 

今年は、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞの流行が早く猛威をふるって 

いる地域も多いようです。早めの予防を心がけましょう! 

さてさて、11 月 11 日は何の日かご存知ですか? 

答えは、「介護の日」だそうです^^

①介護について理解と認識を深める 

②介護従事者、介護サービス利用者及

び介護家族を支援する

③利用者、家族、介護従事者、それらを

取り巻く地域社会における支え合いや 

交流を促進する事を目的として、平成

20 年に制定されました。「介護」は今や、切っても切れない 

時代。介護される側もする側も、苦労や悩みを抱えているのでは 

ないでしょうか。好きな事や美味しい物を食べて、思いっきり、リフレ

ッシュ。お互いに、感謝を伝え合う。そんな 1日になりますように。 

～♪紅葉が綺麗な季節がやってくる♪紅葉の豆知識～ 

今年もまた私の大好きな。紅葉シーズンがやって来ます。 

【山暮れて 紅葉の朱(あけ)を 奪ひけり】 与謝蕪村 

要約)日暮時の夕日の赤が紅葉の朱をすっかり目立たなくしてしまう 

雄大な自然が魅せてくれる美しい情景や景色。ただ、木々が色付いた

だけ。しかし、人は感動を覚え癒されます。自然の営みは凄いなぁと毎

年感じる瞬間でもありますね。感情を味わえる生き物である私達。それ

を今年もフル活用して、パワーチャージしたいものですね^^ 

紅葉は、木々にとっての「冬支度＝紅葉」なのです。冬は、日照時間が

短くなり、光合成効率が悪化します。すると、枝から葉への水分・養分

の供給を停止し、光合成の際に必須である派の葉緑体を減少させます。

その過程で葉の中の栄養分が化学反応を起こし、緑→黄色→赤となっ

てゆくそうです。樹木にとっては、まさに「生き残るための術・知恵」だっ

たのです。「生命力」「生きる力」って凄いですね。防寒対策と、美味しい

食事を準備して、紅葉散策を楽しみましょう! 

参考： https://life-info.link/kouyou-shikumi/ 

画像挿入

記念の盾とメダル 

tel:052(823)3636  FAX:052(823)3126


<送り先>
〒457-0012　南区菊住2-4-12　北村病院内
北村病院だより係宛　又は待合室のパズル・ご意
見箱までお願いします。

太い□に入る六文字を組み合わせて正解を見つけ
てください。正解者の中から抽選で粗品をお贈りい
たします。たくさんのご応募をお待ちしています。

担当:管理栄養士T

　　　　南区の記念碑　その3 クロスワードパズル

○場   所  名鉄本線「本笠寺駅」東へ250m 「笠寺観音」境内 

○建立年       １７４４年 (延享元年)  

願いいたします。<m(__)m> 

10月号クロスワードパズルの

南区内には様々な「記念碑」があります。読者の方からアイデアをいただき、9月

号から区内の記念碑を一つずつご紹介しています。                                                                                   

三回目となる今回は「宮本武蔵顕彰碑」です。 

    宮本武蔵顕彰碑 

剣豪・宮本武蔵は播磨国(現在の兵庫県)に生まれ、全国各地を巡り

ながら剣の修業を重ねたと言われていますが、その足跡をたどると

尾張城下現在の南区に滞在していたこともあるようです。 

 南区の笠寺にある東光院を宿坊にしていたと伝えられております

が、今回ご紹介する顕彰碑は、皆さんご存知の「笠寺観音」の境内

にあります。宮本武蔵が尾張を訪れた時期は、巌流島の決闘から10

年以上が過ぎた寛永7年(1630年)以降だと言われており、滞在期間

は、数か月とも数年とも言われています。当初、武蔵は将軍家の兵

法指南役を目指していましたが、将軍家には既に柳生宗矩が仕えて

いたこともあって志を果たせず、それなら尾張徳川家の兵法指南役

を目指そうと決め、尾張を訪れました。尾張に来た武蔵は、藩主・

徳川義直の前で御前試合をすることになり、気合だけで相手を圧倒

したと伝えられています。しかしながら尾張徳川家にも既に柳生兵

庫助(柳生利厳)が仕えており士官となることはできませんでした。

柳生家の禄高が五百石であったのに対し、武蔵は一千石を要求し、

それを譲らなかったため破談になったとも言われています。笠寺観

音内にある「宮本武蔵顕彰碑」は、武蔵の百年忌にあたる延享元年

(1744年)に左右田邦正とその嫡子行重が建立したもので、武蔵と邦

正の兄の左右田邦俊(武蔵の孫弟子の孫弟子)を称える文が書かれて

います。 

 

<資料>名古屋市南区ホームページ、愛知県立大 石川教授資料より 
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＜タテのカギ＞
１．○○○藩、○○○揚げ、○○○芋
２．「薄い」の反対は?
３．二月を別名何という?
４．クレヨンしんちゃんの母の名は○○エ
５．○○桜、○○歯
６．「苫」の読み方は?
７．「縷々」の読み方は? カゼに○○３錠
８．胸のすくようなすばらしい行いのこと
９. 地表にしみ出た水分が細い柱のように凍ったもの

＜ヨコのカギ＞
１．魚などを生で食べる食べ方
２．我慢する、辛抱すること
８．お金の○○借りは厳禁だ
10．雨宿りできそうな大きな葉が特徴の芋
11．冬に備えて○○を割る
12．牧場のこと
13．刀を収める筒のことを何と言う?
14．「葦」の読み方は?
15．反論すること、○○を唱える

16. いまやバスケのスーパースター八村○○
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